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研究成果の概要（和文）：　本研究は外国につながる背景を持つ国際家族の子どもたちの言語問題に着目し、母語・継
承語と日本語のバイリンガル教育の学習支援について考察したものである。彼らの複言語力を「言語資源」という立場
で捉え、二言語を習得していくことが、本人の学習力を助け、家族の絆を強め、将来の可能性を広げ、国境を越えて活
躍するグローバル人材育成にも役立つという側面に焦点を当てている。
　学習支援の方策の提案として、iPadを使ったバイリンガルビデオレター作成による日本とベトナムの国際交流授業の
実践研究を行い、学習動機を高める効果を検証した。さらに、多言語ホームページによる関係者のネットワーク作りに
ついて考究している。

研究成果の概要（英文）：This study aims at the language issues of the children of international family, 
focusing on the bilingual education to maintain their mother tongue/ heritage language and Japanese to 
nurture them as 'language resource'. We demonstrate how the bilingual competency contributes to their 
personal cognitive development, wider future possibilities for their careers, stronger family bond, and 
their capacity to become an active global person.

An innovative teaching method, utilizing Japanese and Vietnamese bilingual video letter created with 
iPad, was introduced and examined. This method was proved to be effective for enhancing motivation for 
learning their heritage language. Also we studied how to utilize the multilingual website we created to 
disseminate the importance of mother tongue/ heritage language education. The study contributes to 
connect those who are engaged in the support of multicultural children and to strengthen the practical 
research for the education.

研究分野：社会言語学、日本語教育
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１． 研究開始当初の背景 
 本研究は、平成 19—21 年度に行った科研研
究「外国人児童の母語学習支援をめぐるネッ
トワーク形成の国際比較」（基盤研究 C, 代表 
松田陽子,19520461）、平成 22-24 年度に行っ
た科研研究「外国人児童への母語学習支援体
制の構築に関する国際比較」（基盤研究 C、代
表 松田陽子, 22520536）の研究成果をもと
に、さらに実践的な応用研究を目指すもので
ある。 
 国際家族の子どもたち（本人が海外生まれ
か、両親、ないしは片親が海外生まれの家族
の子どもたち）の言語発達上の課題には、日
本語と母語・継承語の学習問題、家族間コミ
ュニケーション問題、アイデンティティ形成
問題などがある。それらの課題について、平
成 19 年度より、学校、母語教育支援 NPO の
取り組み、行政の対応などについて研究して
きた結果、特に、家庭と学校・NPO が連携し
た教育支援の重要性が浮かび上がってきた。
そして、母語教育支援の現場では、多様な言
語・文化能力を持つ子どもたちを教育するた
めの教授法や、学習ツールの開発が急務であ
ることも明確になった。また、学習モチベー
ションを維持していくことの難しさも大き
な課題であることがわかった。 
 また、日本語力不足で自尊感情や学習動機
を喪失している子どもたちが、母語・継承語
の能力の伸張によって、自己認識が肯定的に
変化し、学習能力も伸びていくことが多数観
察されている。(Chumak-Horbatsch 2012, 中
島 2010) しかし、一般的に、学校も家庭も母
語と日本語の両方を伸張させるバイリンガ
ル教育の重要性や効果を十分に理解してお
らず、日本語力の不完全さのみが問題視され、
排他的な社会の中で、母語を喪失させる圧力
が蔓延している。そこで、母語学習の重要性
や有効性を研究者が提示することは、本人の
成長のみならず、今後の多文化社会にとって、
バイリンガル・バイカルチュラルな能力を持
つグローバル人材を育成することにも繋が
り、大きな意義のあることと考え、そのため
に、「言語資源」を育成するという視点が重
要であると考えた。 
 さらに、これらの課題に取り組む研究者や
現場の実践者、行政担当者のネットワークが
非常に少ない現実を踏まえ、これらを有機的
に結びつけることが、学習支援の推進や課題
のさらなる解明に必要であると思われた。 
 
 
２． 研究の目的 
 上述の平成 19年度から 24年度までの６年
間の母語学習支援研究の発展的研究段階と
して、本研究では、国際家族の子弟を母語と
日本語のバイリンガルに育てることの意義
と実践的課題の考究を、言語資源の育成(中島
2010)という視点から、マイノリティ言語を
対象にして行ったものである。第一に、母
語・バイリンガル育成に必要な学校・家族支

援の課題と、学校・NPO による連携的支
援の方策を解明し、ICTを活用した教授法
（Cummins & Early 2011）や教育実践の
具体的な方法を構築していくこと、第二に、
母語能力を心理・社会的に人を豊かにする
言語資源と捉え、その有効性を考察するた
めに、成功事例を検証すること、第三に、 
母語・バイリンガル学習支援のために、ウ
ェブサイトによって情報・人的交流を促し、
当事者、地域社会、研究者の連携を促進す
る方策の開発、に焦点を当てている。 
 
３． 研究の方法 
(1) 国際家族調査 
  24年度に実施した国際家族の調査（7言
語、35名）の結果について、再度、詳細に
分析と考察を行った。さらに、25年度に行
った中国系の家族の調査（アンケート調査
53 名、インタビュー調査 5 名）について
分析と考察を行った。 
(2) バイリンガルビデオレター作成 
 Cummins & Early (2011)の Identity Text
の考え方を援用したバイリンガルビデオ
レター作成による教育実践の手法の開発
とその効果を探った。26年度と 27年度に、
iPad を利用したビデオレター作成を兵庫
県の小学校のベトナム語母語教室活動と
して実施し、ベトナムの小学生との交流を
行い、その実践方法の研究、効果の検証を
行った。 
(3) 言語資源をめぐるインタビュー調査 
 母語・継承語について、オーストラリア
やカナダで広がっている言語資源として
の意義を明らかにするため（中島 2010, 松
田 2011）、バイリンガルとして成長してい
る５名の大学生にインタビュー調査を行
った。高校進学に向けての課題についての
調査も行った。 
(4) 学習動機の考察―カナダ調査より 
 23 年度・24 年度に実施したカナダでの
調査をもとに、母語・継承語学習の動機付
けを高めることについての研究と分析を
行った。 
(5) 韓国 NPO調査 
 韓国での状況をソウルで現地調査し、母
語・継承語と韓国語とのバイリンガル教育
の課題に取り組むための方策について韓
国の NPO の実践者等との国際連携研究を
行った。（トヨタ財団の支援による「バイ
リンガル環境で育つ子どもたちの言語形
成に考慮した教育環境整備事業―韓国と
の連携で広げるネットワーク構築へ」（代
表 吉富志津代）との連携研究） 
(6) 多言語ウェブサイト作成と活用分析 
 24 年度に作成した母語学習支援のため
のウェブサイト（「多文化な子どもの学び
― 母 語 を 育 む 活 動 か ら 」
http://education-motherlanguage.weebly.
com）の一部を６言語に翻訳し、国際家族
への支援の効果を考察した。さらに関係者



の情報交換、ネットワーク作りのために、そ
のサイトでフェイスブックを利用し、それら
の活用状況を分析した。 

 
  
４． 研究成果 
(1) 国際家族の調査結果より 
 国際家族の調査については、分析の結果、
母語の継承の期待が強いが、家庭内では困難
であること、そして、言語力が将来の可能性
を広げるということが母語継承の動機の一
つとなっていることが明らかになった。（野
津・乾・杉野 2014）中国系の調査では、母語
学習の動機として、親や祖父母とのコミュニ
ケーションの他、中国とのつながりを強める
こと（約 20%）、将来の可能性が広がることへ
の期待（約 28%）も大きいことがわかった。
（劉 2013）さらに、インタビュー調査から
は、日本語・中国語・英語の三言語の育成を
めざし、日本と祖国という枠組みだけでなく、
子弟が広く国際的に活躍できるよう育って
ほしいという意識があることが認められた。
(同上) 
 
(2) iPad を使ったバイリンガルビデオレタ
ー作成による学習支援実践より 
 兵庫県の小学校のベトナム語母語教室で、
iPad を使ったベトナム語と日本語のバイリ
ンガルビデオレター作成によるベトナム小
学生との交流活動実践を2年にわたって行い、
その実践手法をまとめ、学びの効果を検証し
た結果、学習の動機付けや学習活動への関心
の高まり、生徒間の協働、生徒と家庭の保護
者間の協働が起きたことが観察され、さらに、
写真撮影に協力した教師や、作品上映会に参
加した保護者や地域の人たちに、ベトナム系
の子どもたちについての理解が深まったこ
となどがアンケート調査によって明らかに
なった。（落合・北山・久保田・松田・加地 
2015）  
 2 年目には、ベトナムの小学生たちが、そ
のビデオレターについてのフィードバック
を録画したものを活用して、交流の成果を今
後、分析していく予定である。 
 
(3) 言語資源としての視点―インタビュー調
査より 

   母語を自身の言語資源としようとしてい
るかについて、母語を維持しながら日本語も
一般学生と同等のレベルに達しているバイ
リンガルの大学生（中国系３名、韓国系１名、
ベトナム系１名）のインタビュー調査を実施
した。小・中学生時に来日した学生４名、日
本生まれ１名である。日本生まれのベトナム
系の学生はベトナム語力は親との日常会話
に使える程度ということであったが、他の学
生はある程度読み書きもできる。中国・韓国
系の学生は複言語力があることが自身にと
って有利であるという認識がある。すべての
学生は、祖国とのつながりを強く意識してお

り、また、アメリカへの留学を希望したり、
国際貿易の仕事などに従事したいと考え
ている。すなわち、国境を越えて活動する
ことへの意識が高く、多言語力を持つこと
が将来のリソースとなることを認識して
いると考えられる。 
 また、上記(1)の家庭調査でも、複言語
力が将来の可能性を広げるものとして認
識されていることが伺われた。 
 
(4) 学習の動機付けについて―カナダ調査
より 
 母語・継承語学習の課題として、学習の
動機付けが困難であることは、多数指摘さ
れている。そこで、母語・継承語学習支援
体制が充実し、バイリンガル育成に力を入
れているカナダのオンタリオ州トロント
市と周辺地域における教育実践の現地調
査から、学習動機を高める仕組みを分析し
た。その結果、移民児童の母語・継承語を
「言語資源」として育成を図るだけでなく、
学校の「教育資源」としても活用している
こと、さらに、継承語を学ぶことが、家族
や仲間との言語や文化の共有だけでなく、
「多文化を称揚する学校文化に自己を統
合する」という動機付けが働いていること
を指摘した。すなわち、トロントでは学校
や社会全体が多文化を肯定的に承認して
いる環境にあり、さらに、国際家族と学校
が連携して、教育資源を提供している。そ
のような環境の中で、母語・継承語の学習
が地域の多文化社会への統合意識を深め
る手段として認知されていることが、学習
の動機付けを強めるというダイナミズム
があることを明らかにし、言語を使うため
の「道具的動機付け」だけでなく、「統合
的動機付け」の重要性を指摘した。(落合・
松田 2014) 
 
(5) 国際的連携の必要性―韓国 NPO との連
携研究より 

   日本に先駆けて外国人労働者の受け入れ
に踏み切った韓国は、2008 年に多文化家族
支援法を制定し、多文化家族への支援がさ
まざまな形で推進されている。その中での
母語学習支援の状況を国際学校やNPOの活
動を通して調査し、シンポジウム、ラウン
ドテーブルによる討論等を通じて意見交
換を行った。韓国でも母語学習の重要性へ
の認知は低く、支援体制も十分でないため、
連携して、意識啓発や政策提言などを行う
必要性を共有した。 
 
(6) ウェブサイトの多言語化と Facebook 
による情報交流の深化 
 作成したウェブサイトについては、母語
学習教室についての情報や、母語の重要性
の認識など、国際家族にとって重要な情報
を６言語に翻訳して掲載した。（英語・中
国語・韓国朝鮮語・スペイン語・ポルトガ



ル語・ベトナム語）これらの言語サイトにつ
いて、母語学習支援の当事者たちから意見聴
取を行い、サイトの有効性や、修正の必要性
などを検証した。 
 さらに、情報交流や関係者のネットワーク
作りのため、サイトを Facebook とリンクさ
せ、関係者の相互交流の深化を図っている。
そして、これらのサイトへのアクセス状況を
分析し、どの地域から、何語でのアクセスが
多いか、どの頁がどの程度検索されているか、
等について分析中であり、最終的な結果につ
いて、後日にまとめる予定である。海外から
のアクセスもあり、国際的なニーズについて
も分析を行っている。 
 
(7) 得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト 
 母語・継承語の学習支援は、日本だけでな
く、移民先進国のカナダ、オーストラリア、
アメリカ等の国々でも、さまざまな困難があ
り、また、新たに、アジア諸国でも労働者の
移動が多くなって、同じ課題に直面している。
一方で、バイリンガル能力を十分に発揮でき
るような人材の育成は、本人の可能性を広げ
るだけでなく、国にとってもメリットが大き
いと考えられるようになってきたのは、最近
のことである。そのため、研究の蓄積もまだ
少なく、国際的な研究協力体制が必須である。
国内では、まだ移民の概念さえも明確に認め
られておらず、国の政策は、日本語指導への
重点化のみに留まっている。近年、母語の役
割も徐々に注目されるようになってきてお
り、子どもたちの教育に直面する地方自治体
では、国の指針以上に先進的に進めようとし
ている。愛知県や兵庫県や大阪府などでもそ
の取り組みが少しずつ進められているが、学
術的な研究や、実践的な対策がまだ非常に遅
れており、社会の意識の啓蒙についても、ま
だ、ようやく一歩を踏み出したばかりのよう
な状況である。（松田 2016）平成 26 年には、
トヨタ財団の助成事業の一環として、「二つ
以上の言語環境で暮らしている外国につな
がる子どもたちの教育に関する提言」を兵庫
県の教育委員会や関係諸団体に提出した。こ
のような活動や、実際の教育現場への支援、
研究の蓄積の一部として、さまざまな論考の
発表を行い、ウェブサイトを通じて関係者の
ネットワークづくりを開始したことは、たい
へん意義深いと考える。 
 
(8) 今後の展望 
 多文化を背景とする子どもたちは、今後も
増加していき、本研究課題についての教育実
践や研究はさらに必要性が高まっていくと
思われる。これまでの科研の研究成果につい
ては図書として刊行する予定であり、ウェブ
サイトも今後、さらに充実させて、近年ニー
ズが増しつつあるフィリピノ語への対応も
付加する計画である。また、現在の利用状況
の分析に基づき、さらにインターアクティブ

な情報交換サイトとしての役割を果たせ
るような仕組みを勘案したいと考えてい
る。この３年間の科研研究を通じて、国内
外の多くの研究者や実践者とのネットワ
ークを構築してきており、今後、この繋が
りを通じて、研究の深化を図っていきたい。
また、iPad を使ったビデオレター作成に
よる母語学習支援の方法は、他の研究者か
らも関心をもたれており、韓国語、中国語
でも実践研究を進めて、その効果を実証的
に調査していく予定である。少人数の研究
では限界があるので、国内外の多くの研究
者、実践者と協力していくことを目指して
いる。 
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